
申

A
E
回
岨

Rn=?-同
軍
当
閣
事
価
憤
蝿
可

h
u
w
周
目
同
-
目
置
骨
》

'. 

司fT電量日 -p司 J、~ .:l1I:ヲ師匠召

麓

輔

融

論

酬

過

京

段
別
割
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
法
撃
博
士
神
戸
正
雄

教
皐
的
経
済
撃
の
論
理
的
構
造
・
・
・
女
皐
博
士
米
田
庄
太
郎

貨
幣
の
本
質
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
文
撃
博
士
高
田
保
馬

時

論

米
償
基
準
設
定
に
就
い
て
・
・
・
・
・
柵
喜
一
撃
士
八
木
芳
之
助

説

苑

同
家
経
費
の
轄
嫁
に
就
い
て
・
・
径
一
堂
宇
土
小
山
田
小
七

統
計
の
解
説
、
批
判
、
解
訴
・
・
・
経

ZT士
埼

川

虎

三

経
漕
表
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
空
前
理
+
士
柴
田
敬

都

帯

低

郁

生
産
費
画
数
と
生
産
費
遁
増
減
白
法
則
経
済
事
士
高
森
晋

吋
耕
一
組
問
魂
築
失
業
の
季
節
的
撤
去
勤
・
・
経
潜
血
平
土
盆
田
熊
雄

人
口
定
数
観
考
・
・
・
・
・
・
・
・
法
串
博
士
財
部
静
治

首

古

ム

下

正

米

市

場

規

則開

銀

新
著
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



羅

録

生
産
費
函
数
ご
生
産
費

遊
増
減
の
法
則

高

森

亜
目

ま

し

が

き

プ

ロ
ツ
ク

の
如
く
、
「
組
織

に
お
け

る
節
約

の
法
則
」
叉
は

「
組
織

羅

漕
」
な
藷

を
以

て
報
酬
藩

に
代

へ
、
キ
ヤ
ナ
"

の
如
く
、

ヂ
ー
ド

に
從

っ
て

「
報

酬
不
比
例
」

な
る
中
性

語
を
以

て
報

酬
擁
載

に
代

ふ
る
を
可

と
す

る
者
も
あ

る
が
、
吾
々

は
普
濫

に
は
報

酬

(
取

邑
穫

)
(
敢
盆
)
源
堵
載

と
呼

ぶ
。

し
か

る

に
、
今

ま
た
、
ピ
グ

ウ

に
從

っ
て
、
わ
た
く

し
は
、
生
産

費
遽

増
減

な

る
用
語
を
持

っ
て
来

た
。

研
究

の
便
宜
以
外

に
他
意

は

無

い
。

わ
た
く

し
は
、

ま
た

、
典
則

な
る
言
葉
を

も
く

っ

つ
け

て
み

た
。報

酬
邊

増
減

に
關

し
て
法
則

な
る

語
を
附
す

る
に

反
封

ず

る

の

は
キ
ヤ
転

で
あ
る
・
蓮

葉

に
は
叢

・
て
も
他
産
業
に
は
落

す
る
か
ら

、
凡

て
の
場

合

に
ゲ

ル
テ

ン
す

る

の
を
科
學
的
法

則

と
呼

ぶ
所

以

に
反

す
る
、
と
言

ふ
の
が
そ

の
理
由

で
あ

る
。

に
も

か

エ
は

雑

銘

生
産
費
函
数
と
生
産
費
遽
増
減
の
法
則

・

ら

ず

、

敢

て

わ

た

く

.し

は

、

「
の
法

財

」
と

呼

兇

'

,

の

ろ

(ρ
≦
α察
『
ゆ
噌噌
第

三
版

が
出

て
見

れ
ば
、
弓
耐
o
己
の
「
論
文
」
は
㎝魯
聞

に
厩

ナ

る
で
あ
ら
う
。

し
か
し
或
親
鮎

に
立

つ
時

、
彼

が
生
産
力
憂

化

の
検
…討

に
當

っ
て
、
「
取
　穫
」
に
代

ふ
る

に
…逆
に
「
コ
ス
ト
」
㎜概
念
を

以

て
し
た

こ
と
、
及

び
漫
然

と
所
謂
収
穫
姻
増
減
法
則

を
分
析

す

る

の
で
な

し
に
、
平
均
生
産
曹
ハ函
数
及

限
界
一生
塵
費
函
数

の
二
概
念
を

導
入

し
た
分
析

の
仕
方

は
、
勘
か
ら
ぬ
興
味
を
唆

る
。

わ
た
く
し

の

表

題
は

そ

こ
か
ら
生
れ
た
℃

鵬

豫
備
概
念

藪

に
用

ふ

る
生
産
費

遍

槍
な

る
言

葉
は

、
既
言

葉

が
特

殊
諸

商

品

の
生
塵
に
適

用
さ

れ
る
時

、
勿
論

、
報
酬
逓

減

に
相
當
す

る
。

同

様

に
生
産
費

逓

減

は
報
酬
遍

檜

に
相
當

す
る
。

生
塵
費

函
数

(o
o
の房

守
口
窪
o
ロ
)
に

就

て
は
、
本

論

に

入

る

に
先

立
ち

て
、
少
し
詳

し

い
研
究
を
し

て
置

く
必
要
が
あ

る
。

特

に
今

の
見

地

か
ら

の
根

本
観
念

は

、
総
艦

生
産
費

表

〔粛

σq
【o
αq
ρ
δ

8
切房

湾
}蚤
三

①
)
帥
ち

、
各
別
産

出
高

に
照
慮

す

る
と

こ

ろ
の
総
髄

生
産
費

の
系
列

(。。Ω
.認

o
h
曽
。q
σQ
δ
。。
葺
0
6
畠
色

の

観
念

で
あ

る
。

コ
ス

ト

ア

ウ
ト
ザ

ツ

ト

若
し

ア
が
総
髄
生
産
費
を
測
定
し
、
X
が
組
髄
産
出
量
を
表

第
三
十

一
巻

二
八
三

第

二
號

一
二
七

1)

2)
3)
4)
5)

Bullock,``VariationofProductiveForce:ヨ,"Quarterly∫ouinal,1902

"
,ElementofEconimiss,1905・P・.74

Cannan,Weaユth,P.jO

ib三d.

Pigou,Ec叩 ⊂)micso『welfare,3rded・, 軍9129
,,

,・ ・LawsofDiminishingandIncxeas:ingCost"inEconomic∫ournal.1927



雑
.
錐

生
産
費
函
数
と
生
産
費
撮
増
減
の
法
則

す
な
ら
ば
、
基
本
函
激
は

ヤ
ー

h
(己
。
此
函
数
か
ら
、
任
意
の

商
品
に
就
て
、
更
に
二
つ
の
函
激
を
演
繹
す
る
事
が
出
來
る
。

便
宜
上
そ
れ
.ら
を

平
均
生
産
費

函
数

曾

露

鴨

。と

及
限
界

生
産
,費
函
数

(日
舞
σQ
5
旦

ρ

h
)
と
名
づ
け
よ
ヶ
。

巾早
位
當
り
卒
均
生
産
費
は

㌦
を
以
て
書
か
れ
、
限
界
生
産
費

は
い
を
以
て
示
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
次
の
二
方
程
式
を
得

る
。

へ
、
く
ノ

ゴ

〈

脚

u

卜
匡
に

↑

、

,

隅

.

×

p
)

・
日
一

橋

)

皆

、

第
三
十

一
巻

二
八
四

第
二
號

一
二
八

聡

が

x
の
凡
て
の
慣
値

に
封
し

て
.
一
定
で

あ

る
や
う
な
事
情

に

在
り

て
は

、
い
も

亦

x
の
凡

て
の
償
値

に
封

し

て

一
定

で
あ

り

且

つ
W

に
等
し

い
こ
と
は
容
易

に
分

る
。
け

れ
ど
も

、
若
し
㎞
一
x

れ

　

が
X

の

凡
て
の
慣
値

に
鋤
し

て

一
定

で
な

い
な

ら
ば

、
Y

と
Y

と
は

、

x
の
多
く

の
慣
値

に
封

し
て

、
大

さ
異

る
。

ヘ

へ

ぬ

ヘ

へ

め

ぢ

若
し
準
均
生
産
費
曲
線
が
、
兵
長
さ
を
通
じ
て
、
上
の
方

へ

又
は
下
の
方

へ
傾
斜
す
る
な
ら
ば
、
限
界
生
産
費
曲
線
も
亦
、

其
長
さ
を
酒
じ
て
軍
増
生
薩
費
曲
線
と
同
様
な
傾
斜
を
す
る
だ

ら

・
.
望

盲
嚢

へ
て
言

へ
ば
、
若
し
謬

・
π

が

・
の

凡
て
の
償
値
に
射
し
て

、

P
、、講

親

、 、
、 、

L、

Q

渚

R

凹
「吻 ・£・

●

花

(
又
は
負
)
な
ら

ば
、

馨

は

・
の
凡
て
の

償
値

に
鋤
も
て

正

(又

は
負
)

で
あ
ら

う
。

(
圖

一
・
二
参
照
)



曲

線

9ワ
Q白
日
は

各

産

出

量

が

均

衡

産

業

6
緯
三
目
耳
三
日

自
コ
5

に
要

す

る

日
韓
四
.「ロ
註

8

。。
冨

を

示

し

、

ロ謄
Qα
,

は

p
話

B
びq
O

O
o
り
区

を

示

す

。

竃

を

O
図

上

の
任

意

の
鮎

と

し

、

ζ

よ

り

垂

線

を

立

て

、

ロ。
ロα
5
を

ρ

に
於

て

、

ω
の
"
を

弓
に
於

に
切

ら

し

む

る

と

き

は

、

面

積

し。
ρ
寓
O

n

矩

形

因
℃
寓
O
`

け

れ
ど
も
、
若
し
平
均
生
産
費
曲
線
が
、
其
長
さ
の
初
め
の

或
部
分
は
上
の
方

へ
傾
斜
し

、
後
の
部

分
は
下
の
方

へ
傾
斜
す

る
な
ら
ば
、
限
界
生
産

費
曲
線
は
、

同
様
に

時
と
し
て
は

上

の
方

へ
時
と
し
τ
は
下
の
方

へ
傾
斜
し
つ
つ
で
は
あ
る
が
、
其

身

一

品

ン
グ

・
ポ
イ

ン
ト

憂

り

目

は

、
平

均
生
産
費

曲
線

の
攣

り
目

に
な
る
と
こ
ろ

の

x
の
償
値

と
反
封

の
償

値
を

有

つ
だ

ら

う
。
逆

に
、
初

め
に

下

り
後

に
上

る
場

合
も

同
様
で
あ

る
。
(
岡
三
・
四
参
照
)

血

&

、噺

P

1ζ レ"
'

、

2

3

0
h移 ・3・

も〔
。。
日
が
初
め
は
上
り
、後

に
は
下

饗
つ
『
け

る
な
ら

ば
、ロD
もp
m
は
、下

へ
動

き

つ
ム
あ

る

ω
oe
日
が
交

叉
す
る
鮎

ま
で
上

り
、
そ
れ

以
後
は

自
ら
下

る
。

雑

録

生

産
費
函
鍛

と
生

産
費
蓬
増

減

の
法
則

品
ヒ∠4飛 、 、

、 、

工N

吻 ・4・

0

oo
ω
ヨ
が
初

め
は
下
り
、後

に
は
上
り

つ
r
け

る
な
ら

ば
、ロ謄
q。
・
は
、上

へ
動

き

つ
ム
あ

る
.Oq
ω
旨
が
交
叉

ナ
る
鮎
ま

で
下
り

、
そ
れ
以
後

は
自
ら
上
る
。

第

三
十

一
巷

二
八
五

第

二
號

=

一九



雑

録

生
産
費
函
敷
と
生
産
費
涙
増
減

の
法
則

か
く
て
、
若
し
任
意
の
商
品
の
生
産
が
、
任
意

の
産
出
量
に

就
て
、
生
.産
費
逓
檜
法
則
に
從

ふ
か
逓
減
法
則
に
從

ふ
か
が
問

は
れ
る
な
ら
ば

、
答
は
、
此
二
つ
の
言
葉
が
平
均
生
産
費
に
關

し
て
用
ゐ
ら
れ
る
か
限
界
生
産
費
に
関
し
て
用
ゐ
ら
る

・
か
に

從

っ
て
往
々
異

る
だ
ら
う
。

だ
か
ら
し
て
、
少
し
で
も
慶
味
な
と
こ
ろ
で
は
、
此
二
つ
の

言
葉
を
軍
純
に
用
み
な
い
で
、
時

宜
に
依
て
、
奉
均
生
産
費
遍

第

三
+

一
巻

二
八
六

第

二
號

一
三
〇

檜
或

は
遍

減

(ぎ
∩
冨
p
。。
ε
αq
⊇
.
二
。
Ω
,窪
巴
5
σQ

国
'、⑦
「曽αQ
①
.一。
・厚[駅}
及

び
限
界
生
塵
費

逓
増
或

は
遍

減

(一.
創
「
ρr
日
程
αq
ぎ
巴

ρ
}
を
説

く
こ
と

が

望

ま
し

い
。

之
等
の

二
生

産
費

の

一
方

が

不

璽
の

時

は
他

も

亦

不
攣

で

な
く

て

は

な

ら
ぬ
か

ら

、
生

産
費

不
攣

〔8
巨
防口
三

8
。。
互

な

る
言
葉

は
輩

に
生
産
費

と
交

し
て
も

混
鑑

を
起
す

こ
と

は
無

い
。
序

で
に

生
産

費
不
攣

曲
線

を
圖

示
す
る

で
あ
ら

う
。
(
圖
五
・
六
・
七
参
照
)

&
&

}

8

Q
h穿 ・5・

『

8

N
F穿 ・7・

0

課

驚

離

蒲

瀧
鑓

墾

咬綴
聾

、度饗
.鞭
襲

麹

錦
塗

O

が
描

か
れ
う
る
。

し
か
し
描
け

た
か
ら

と

て
何
等

の
新

し

い
原
理

も
産

ま
な

い
で
あ
ら
う



要
す
る
に
圖
(
[
)
・
(二
)
に
於
て
は
何
等

の
均
衡
も
無
い
σ圓

(三
)
に
在
り
て
は
不
安
定
均
衡

の
輩

「
黙
が
あ
る
。
圖

(五
)
・

(六
)・
(七
)
に
は
中
性
的
均
衡
の
列

が
あ
る
。
圖
(四
)
に
在
り
て

は
安
定

均
衡
の
軍

「
貼
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
内
部
経
濟
が
そ

の
限
度

に
達
す
る
鮎
は
、
平
均
生
産
費
が
極
小
に
在
る
、や
う
な

黙
で
あ

る
f

島

問
題
の
規
定

`
特
殊
諸
商
品
の
産
出
量
と
生
産
費
と
の
關
係
を
、
統
計
的
に
.

で
は
な
く
、
分
析
前
に
楡
謝
す
る
。

第

二
次
的
な
事
柄
忙
就

て
は
後
に
述
べ
る
と
し
て
、
第

一
教

的
問
題
は
、
産
出
諸
量

と
、
各
殊
商
品
量
を
生
産
す
る
に
要
す

る
縮
罷
生
産
費

と
の
關
係
で
あ

る
。

此
種
の
關
係
が

}
般
的
抽
象
的
に
任
意
の
商
品
に
就
て
存
在

す
る
も
の
で
な

い
こ
と
は
明
瞭

で
あ
る
。
關
係
1
一
生
産
費
函

数
の
形

に
お
廿
る
i
一
の
本
質

は
、
尠
く
と
も
幾
分
か
は
、
肚

會

が
到
達
し
て
み
る
科
學
的
知
識
と
技
術
葡
能

力
の
現
段
階
に

　

依
存
し

な
け

れ
ば
な
ら

な

い
。
.だ
か
ら
し

て
吾

々
は
、
特
殊

の

雑

録

生
産
費
簡幽
.藪

と
生
産
費
逓
増
「減

の
法
則

経
済
的
環
境
に
於
け
る
特
殊
の
時
瓢
に
吾
々
を
置
い
て
考

へ
な

く

て
は
な
ら
な

い
。
し
か
し
乍
ら
此
の
事
は
、
吾
々
が
検
討
し

つ
つ
あ

る
生
産
費
函
数
な
る
も
の
が
、

一
特
殊
時
鮎
に
於
け
る

吾

々
の
商
品
の
総
艘
生
産
費
の

一
叙
述
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

な

い
。
否
む
し
ろ
産
出
量
と
生
産
費
と
の
長
期
又
は
正
常
的
關

係
に
か
か
は
り
を
有
ち
、
短
期
の
關
係
に
は
か
か
は
の
を
煮
た

な
い
。
而
も
正
常
關
係
に
就
て
も
、
世
界
の
現
存
状
態
に
於
け

る
今
の
正
常
關
係
を
意
味
し
、
百
年
前
あ
っ
た
だ
ら
う
と
こ
ろ

の
叉
は
百
年
後
あ
る
だ
ら
う
と
}.}ろ
の
關
係
を
意
味
し
な
い
。

一
概
に
生
産
費
函
敏
と
言

っ
た
と
て
曖
昧
を
見
れ
な
い
。
何

と
な
れ
ば
、

一
産
業
を
任
意
の
規
模
に
適
用
す

る
に
は

}
定
の

時
日
を
要
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
か
ら
、」
外
部
の
事
情

が
生
産

費

を
漿
容
す
る
か
も
し
れ
ぬ
だ
ら
う
し
、
叉
、
適
用
す

る
弛
め

に
要
す
る
期
間
は
生
産
規
模
の
異
る
に
つ
れ
て
異

る
か
む
、
墜

容
も
規
模
の
異
る
に
つ
れ
て
異
る
か
も
し
れ
ぬ
か
ら
。
,
.

商
品
生
産
規
模
に
お
け
る
諸
攣
化
と
は
猫
立
に
起

る
と
こ
ろ

の
生
産
費
の
凡
て
の
憂
化
は
吾

々
の
知

っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
.

吾

々
に
と
っ
て
專
ら
問
題
と
な
る
は
、
商
品
生
産
規
模
の
攣
化

第
三
十

一
巻

二
八
七
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二
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雑

簸

生
産
費
函
数
と
生
産
費
逓
増
減
の
法
則

に
俘
ひ
且
つ
起
因
す
る
締
盟
生
産
費
の
攣
化
で
あ
る
。

　

ド
從
っ
て
若

し
趣
味
の
墜
化
が
小
多
か
ら
頁
小
夢
田
を
取
上
げ
野
菜

に
嘗

て
た
が
た
め
、

一
定
の
桝
目
を
作
出
す
た
め
に
は
、
小
夢

の
た

め
に
淺
さ
れ
た
田
地

の
上
に
は
以
前
よ
り
多
く

の
勢
働
が
費
さ
れ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
勢
働
生
産
費
に
お
け
る
其
璽
化
は
五
円
々
の
範

園
外
に
周
す
る
。
更
に
叉
、
産
業
技
術
・銀
行
業
・
運
途
等
の

一
般
的

蛋
蓬
ボ
作
用
し
た
が
た
め
に
、
自
輔
車
製
造

の
輩
位
當
り
の
實
質
生

産
費
が
減
少
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
攣
化
も
亦
今

の
問
題
外
で
あ
る
。

研
究

上
に

お
け
る
此
制

限

は
、
温

去
の
或

期
間

に

お
け

る

}

商

品

の

生
産
費

函
敷

が
何
で

あ

っ
た

か
を
統

計

か
ら
決
定

せ
む

と

す
る
人

に
は
迷
惑
と

な
ら

う
が
、
論

理
的

に
は
不
都

合

を
來

さ
な

い
。
從

っ

て
生
産
費
函

数

を
組

立
て
む
と
試

む

る
人

に
と

っ
て
は

、
理
論

的
研
究

の
範

園
を
敏

く
す

る

こ
と
に
な

る
の
で

却

っ
て

好
都
合

で
あ

る
。

三

生
産
費
の
測
定
ご
研
究
の
限
定

生
産
費
函
数
を
問
題
に
す
る
に
は
、
生
産
費
の
意
味
す
べ
き

と
こ
ろ
を
明
白
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

若
し
吾
々
が
問
題
に
す
る
商
品
が
勢
働
だ
け
か
ら
生
産
さ
れ

第
三
十

一
巻

二
八
八

第
二
號

=
二
二

る
な
ら
ば
、
而
も
凡
て
の
勢
働
者
が
正
確
に
等
し

い
な
ら
ば
、

勢
働
量
で
生
産
費
を
測
定
す

る
こ
と
は
自
然
で
で
も
あ
り
滴
當

で
で
も
あ
ら
う
。
し
か
し
乍
ら
、
實
際
生
活
に
在
り
て
は
、
凡

て
の
商
品
は
諸
種
の
生
産
要
素
の
結
合
作
用
に
よ
っ
て
生
産
さ

れ
る
し
、
而
も
大
笠
諸
要
素
の
割
合
は
生
産
規
模
の
異

る
に

つ

れ
て
異
る
か
も
し
れ
ぬ
。
從
っ
て
、
例
、へ
ば
ど
れ
だ
け
か
の
勢

働
●
資
本
●
土
地
の
使
用
の
組
合

せ
を
軍

}
数
で
棄
し
得
る
と
こ

洛
・α
.供
通
躍
佃
力
必
要
と
な
づ
て
掠

る
,
こ
σ
、こ
と
憾

歪

々

の
問
題

に
關
係
あ
る
期
間
、
生
産
諸
要
因
の
相
対
的
償
値
が

}

定
を
維
持
す
る
と
い
ふ
條
件
を
立
て
れ
ば
、
困
難
で
は
な
い
。

か
く
て
、共
期
間
を
通
じ
て
生
産
要
素

A
の

a
軍
位
が
、要
素

B
の
b
軍
位
及
び
C
の

c
軍
位
に
値
ひ
す
る
と
假
寇
せ
よ
。
し

か
ら
ば
、
當
該

生
産
規
模
の
上
に
用
ゐ
ら
る
る
軍
位
の
結
合

が

如
何
に
あ
ら
う
と
も
、
総
罷
生
産
費
は
、
常
に
A
叉
は
B
又

は

C
の
軍
位
の
言
葉
で
、
曖
昧
な
し
に
言
表
す
こ
と
が
出
来
る
。

如
何
な
る
言
葉
で
言
表
さ
れ
よ
う
と
、
総
艘
生
産
費
は
、
常
に

同

}
比
例
の
攣
化
と
し
て
示
さ
れ
る
だ
ら
う
。
か
く
て
、
五
百

軍
位
の
産
出
量
に
封
し
て
、
生
産
要
素
A
の

a
軍
使
e
B
の
b



輩
位
・
C
の

c
軍
位
を
使
用
す
る
と
假
寇
し
、又
千
軍
位
の
産
出

量
に
針
し
て
、
A

の

η
.
B
の
仙
.
C
の
却
を
使
用
す
る
と
假
定

せ
よ
。
し
か
ら
ば
、A
の

a
軍
位
は
B
の
b
軍
位
及
C
の

c
軍
位

と
全
然
償
値
は
等
し

い
こ
と
が
、
假
定

に
よ
っ
て
分
っ
て
る
るれ

か
ら

、
生
産
費

の
攣

化

は
、
A
な

る
言
葉

に
於
て

は

胆
か
ら
、
伊

　

ま

で
で
あ

り
、
B

の
言
葉

に
於

て

は
ゆ
か
ら
曇
.
ま

で
で
あ
り

、

　

C
の
言
葉
に
於
て
は
馳
か
ら
醍
、ま
で
で
あ
る
。
か
く
て
生
塵
費

の
鱗
化
が
何
を
意
味
す
、る
か
に
つ
い
て
何

の
嘆
昧
も
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
若
し
生
産
要
因
間

の
相
数
的
償
値

が
攣
化
す
る

な
ら
ば
、
問
題
は
別
で
あ
る
。

再
び
吾

力
は
、
産
出
量
五
百
軍
位
の
生
産
費
は
、
「〉
嘱
熱
e

ロ

曽
橿
嘗

+
bd
9

一)榴
膚

+
O
e
。
櫨
薗
」
で
あ

り
、
他

方
千

軍
位

の

生

産
費

は

、
「
誇
層
灘

e

蟹

+
調
G
さ

+
O
e
暫
」
で
あ

る
と
假
定

し

や
う
。
前

述
の
如

く
、

五
百
輩
位

が
生
産

さ
れ

る
と
こ
ろ
で

は

、
A
の

a
輩
位
●
B

の
b
距
位
●
C

の

c
軍

位
は

凡
て
償

位
相

等

し
か
ら
し

め

、
し

か
し

、
千
軍

位

が
生
産
さ

れ

る
と

こ
ろ
で

　

は
、
A
の

a
輩
位
は
B
の
抽
輩
位
並
に
C
の

13,輩
位
に
値
ひ
す

る
と
假
定
す
る
。
し
か
る
時
は
、
若
し
吾

々
が
A
要
素

の
言
葉

雑

録

生
産
費
函
数
と
生
産
費
邊
堵
減
の
法
.則

で
測

定
す

る
な

ら
ば

、
千

軍
位
を
生
産

す

る
聰
禮

生
産
費

は
、

五

百
軍
位
を
生
産

す

る
総
禮

生
産
費

の
23
す

倍
で
あ

る
し

、
B

要
素

の
言
葉

で
測

る
な
ら

ば
23
一12
倍
で
あ

り
,
C
要
素

の
言

葉

で
測

れ
ば

23
[6
倍
と
な

る
。

勿
訟
醐
此
例
は
僅
か
に

一
般
的
規
則
を
例
一睡
し
た
に
過
ぎ
ず
、
解
決

し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
困
難
が
あ
る
こ
と
は
明
か
な
ζ
と
で
あ
る
。
若

し
該
産
業

の
外
部

の
諸
原
因
に
基
く
縫
化
以
外
に
に
、
生
直
要
素

の

相
謝
的
便
値
に
何
等

の
塗
牝
も
起
ら
な

い
な
ら
ば
、
此
困
難
は
重
大

で
は
な

い
。
若

し
共
産
坐乗
に
諸
稀
　
の
生
産
規
錨幌
を
調
整
す
る
た

'め
に

あ
ずぐ
あし
　コ
ま
リセ
み
ド
ナ
へ
ひ
り
コへ
　
ほ
ト
ロ
きロ

ノコ
ノ

ヘ
ユ
ニ
ユ
ド
コ　
ドのロハ

些
謬
プ
.莫
膠
オ
響
城
主
ね

陸
翼
に
轟
く
着
-
断

)
-
幸
し
灘
一聰
ず

る
た
め
の
期
間
が
凡
て
の
生
産
規
模

に
同

[
で
あ
る
な
ら
ば
、
生
産

要
素

の
相
樹
的
慣
値
を
、
今
在
る
が
ま

玉
で
な
し
に
、
其
期
間
後
あ

る
だ
ら
う
と
こ
ろ
に
從
っ
て
、
勘
定
す
べ
を
で
あ
る
o
若
し
生
産
規

蝕快
滴
懸

の
期
間
が
異
る
な
ら
ば
、或
時
鮎
に
立

つ
と
こ
ろ
に
從
っ
て
、

勘
定
ナ
べ
き
で
あ
る
。

し

か

る
に

、
生
産
要
素

の
相

野
的
慣

値

の
憂

化

が
、
】
産
業

の

生
産
規

模

の
饗
化

の
結
果

起
る
傾
き

が
あ

る
時

は

、
生
産
費

に

明
白

な

る
意
味

を
附
興
す

る
こ
と

は
出
来

な

い
、
從

っ
て
生

産

費

函
数
を

組
立

て

る
こ
と
も
出
来

な

い
、。
そ
こ
で

、
飴
儀

な
く

、

研
究

を

、
生
産
規

模

の
實

際
の
攣

化

が
生

産
要
素

の
相

野
的

償

.値

に
目

に
見
ゆ

る
影
響

を
な
し

え
な

い
ほ
ど
小
さ

な

(諸

生
産
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雑

録

生
産
費
函
数
と
生
産
費
逓
増
【減
の
法
則

要
素
の
各

の
)
割
合
を
使
用
す
る
商
品
に
、
限
定
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

四

猫
占
企
業
ご
競
璽
企
業

㈲
.

掲
占
企
業

独
占
状
態
に
在
り
て
は
、
人
な
る
内
部
経

濟
が
顯
は
れ
や
す
い
。
此
内
部
経
済

は
二
種
類

に
駆
別
さ
れ
る
。

第

一
は
、
生
産
規
模
の
損
大
が
、
規
模
小
な
ら
ば
利
益
と
な

ら
ぬ
が
規
模
大
な
ら
ば
實
質
的
に
利
爺
と
な
る
漸
経
螢
方
法
を

導
入
れ
る
。
例

へ
ば
、勢
働
・
機
械

に
於
け
る
専
門
の
増
加
及
び

よ
り
大
に
よ
り
力
強
い
道
具
が
有
利
と
な
る
か
も
し
れ
ぬ
。
そ

し
て
曾
て
考

へ
も
及
ば
な
か
っ
た
技
術
的
改
良
1
一
掲
占
の
場

合
は
内
部
経
済
で
あ
る
一
i
を
褒
明
す
る
丸
め
努
力
が
梯
は
れ

る
か
も
し
れ
ぬ
。
此
種
の
内
部
経
済
が
支
配
的
役
割
を
演
ず
る

と
こ
ろ
で
は
、
李
均
生
産
費
曲
線
及
限
界
生
産
費
曲
線
は
、
共

に
確
實
に
徐

々
に
右
下

へ
動
く
。

第

二
は
、
装
置
に
封
ず
る
大
き
い
生
産
費
を
か
け
る
こ
と
な

し
に
は

一
生
産
軍
位
す
ら
も
生
産
し
能

は
な
い
や
う
な
事
情
の

産
業
に
於
て
は
、
し
か
し

「
叩早
位
を
提
供
す
る
た
め
に
設
備
が

第
三
十

一
雀

二
九
〇

第
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號
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な
さ
れ
る
時
は
、
そ
れ
以
上
の
軍
位
を
生
産
す
る
に
要
す
る
生

産
費
の
附
加
は
比
較
的
甚
だ
小
で
あ
る
。
例

へ
ば

メ
ダ

ル
濫
造
・

印
刷
書
の
生
産
傷
二
遠
隔
地
間
の
鐵
道
用
務
等
で
あ
る
。
要
は
、

極
小
可
能
装
置
を
備

へ
る
費
用
が
、
そ
の
装
置
に
適
す
る
産
物

の

一
軍
位
を
つ
く
る
た
め
に
其
装
置
を
用

ふ
る
費
用
に

比
し
て

甚
だ
大
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
必
要
條
件
で
あ
る
。
か
か
る
時

は
、
平
均
生
産
費
曲
線
は
、
生
産
費
不
憂
曲
線
に
接
近
す
る
形

を
と
っ
て
、
府
下

へ
傾
く
だ
・り
・ブ
。
そ
し
て
隈
田
外
生
産
　費
曲
線

は
、
産
出
量
の
最
初
の
軍
位
に
射
し
て
は
該
装
置

の
全
費
用
に

等
し
い
費
用
を
示
し
、
次
に
は
甚
だ
急
に
甚
だ
低

い
水
準

に
落

ペ
セ

ス
ニ
フ
イ

ン

ち
殆
ど
底

線

に
準
行
に
右
方

へ
動
き

つ
づ
け
る
。
例

へ
ば
石
炭

の
最
初
の
.一
貫
を
甲
地
か
ら
乙
地

へ
鐵
道

で
運
ぶ
の
に
八
萬
圓

か
か
る
の
に
、
其
後
の
各

一
貫
は
百
萬
軍
位
ま
で

二
鏡
で
運
べ

る
ご
と
き
で
あ
る
。
比
例
に
於
て
、
兎
に
角
百
萬
準
位
ま
で
は

準
均
生
産
費
逓
減
で
あ
る
が
、
第
二
軍
位
以
後
は
限
界
生
産
費

不
攣
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

㈲

競
争
企
業

競
孚
状
態
に
在
り
て
は
、
内
部
経
済

は
起

の
得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
若
し
起

つ
た
な
ら
ば

、
競
孚
状
態



●

に
必
要
な
る
均
衡
が
消
失
し
て
、
猫
占
が
続

い
て
来
る
だ
ら
う

か
ら
。
だ

か
ら
、
こ
こ
で
は
外
部
経
済
だ
け
が
存
在
す
る
。
帥

ち
㈹
表
的
螢
業

昂
で
「Φ。。。口
彎
曲お

即
3

は
、
競
争
状
態
の
下
で

・は
、
各
絡
盟
生
産
規
模
に
於
て
は
、
そ
れ
を
超
え
τ
は
更
に
何

等
の
内
部
経
済
を
も
生
じ
な
い
或
る
極
大
満

足
の
大
さ
の
も
の

と
し
て
渚

へ
ら
る
べ
き
で
あ

る
。
だ
か
ら
決
定
す
べ
き
問
題
は
、

特
殊
産
業
に
特
殊
な
る
外
部
経
済
が
生
産
費
遍
減
の
状
態
を
打

の

立
て
る
任
に
幾
分
か
織

へ
得
る
と
思
は
れ
る
二
と
を
否
定
.
.
す
る

こ
と
の
常
否
で
あ
る
。

表
面
上
は
、
一
産
業
の
生
産
規
模
の
小
さ
な
増
大
が
、
目
に
つ

く
ほ
ど
の
外
部
経
済

(震
明
・
技
術
の
改
良
等

々
)
を
導
く
こ
ど

は
無
さ
さ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
此
外
見
は
よ
く
み
る

と
欺
瞞
で
あ
る
。
勿
論
、
誰
も
、
生
産
規
模
の

一
小
屠
加
が
外

部
経
済
の

}
小
増
加
以
上
を
導
く
だ
ら
う
と
は
考

へ
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
こ
ろ
は
、
此
増
加
の
絶

射
的
大
さ
で
は
な
く
て
、
既
存
の
生
産
費
の
割
合

と
し
て
表
さ

れ
た
と
こ
ろ
の
此
塘
加
と
、
既
存

の
産
出
量
の
割
合
と
し
て
表

さ
れ
た
と
こ
ろ
の
産
出
量
の
塘
加
と
の
比
率
で
あ

る
。
そ
し
て

雑

録

生
産
費
ハ繭
「数
と
生
産
費
瓶逓
増
【減
の
法
則

・

第

二
.段
の
数
量
間
の
比
率
は
、
第

一
.段
の
そ
れ
自
髄
で
あ

っ
て

は
な
ら
ぬ
と
す
る
理
由
も
な
い
。
こ
の
邊
の
事
情
は
容
易

に
例

謹
さ
れ
う
る
ゆ
例

へ
ば
、十
萬
膀
で
商
品
十
萬
軍
位
●
十
七
萬
五

千
膀
で
二
十
萬
輩
位
生
産
し
得
、
此
限
度
を
超
ゆ
る
生
産
の
限

界
生
産
費
の
下
落

は
不
鍵
率
に
於
て
起
る
ご
と
く
組
織
さ
れ
弛

一
産
業
を
想
像
せ
よ
。
し
か
る
時
は
、
十
萬
二

即早
位
の
生
産
費

は
、
十
萬
膀
プ
ラ

ス

}
膀
の
二
十
萬
分
の
十
九
萬
九
千
九
百
九

十
九

、
脚
ち
「
暦
お
Ob
O
O
竈
紛温
一
"$
㏄。。
恥
」
と
な
る
で
あ
ら
う
。

か
く
て
、
元
の
十
萬
軍
位

へ
の
生
産
量

一
間早
位
の
附
加
に
基
く

外
部
経
済
は
、
全
産
業

に
亘
り
て

O
b
2
冒

に

達
す
る
に
過

ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
本
来
を
眺
め
る
と
無
視
し
得

べ
き
経
済
で

あ

み
。
し
か
し
實
際
は
無
視
さ
れ
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
例
の

算
術

が
示
す
ご
と
く
、
若
し
之
れ
が
着

々
と
つ
づ
け
ば
、
生
産

ユ
ロ

規
模
の
二
倍

は
12
パ
ー

セ
ン
ト
だ
け
平
均
生
産
費
を
低
下
せ
し

め
る
か
ら
。

だ
か
ら
、
特
殊
商
品
の
生
産
規
模
の
援
大
は
外
部
経
濟
を
も

た
ら
さ
す
と
す
る
考
は
妥
當
で
な
い
。

こ
れ
は
、分
析
的
研
究
が
吾
々
に
告
げ
得
る

一
切
で
あ
る
。
任
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Pigouは 、 著 書(第 三 版)で は 、equilibrium6n皿 に 代 へ て る る 。1kMarshallの6)

representativefirmと の 相 違 を も 併 せ 論 じ て み る(Economics(》fWelfare,p.788)

7)ProfessorSrafaは 、賢 際 生 活 の 外 部 裡 濟 は 殆 ど 全 く 、asawh(deと し て の 産 業

の 進 歩 か ら 生 じ、特 殊 産 業 の 規 模 の 損 大 か ら で は な い 、と 主 張 ナ る(Cf."The

LawsofReturnsunderCompetitiveConditions,"Economic∫ournal,Dec.

・g26)



雑

銀

生
産
貴
闘
鍛
と
生
産
費
漏
増
減
の
法
則

意
商
品
に
劃
す
る
生
産
費
函
教
の
任
意
の
部
分
の
現
貨
の
な
か

み
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
統
計
的
研
究
と
知
的
憶
測
と
の
甚
だ

困
難
な
コ
ム
ぜ
ネ
l
シ
ヨ
ン
令
必
要
と
し
、
老
巧
な
人
で
も
成

功
す
る
と
は
限
ら
ぬ
。

五

平
均
・
限
界
曲
線
ざ
供
給
・
需
要

債
格
ど
の
聞
係

供
給
償
格
と
の
関
係

用
ふ
る
こ
と
を
遠
慮
し
て
来
亡
。
此
語
は
、
必
要
な
調
整
を
す

今
ま
で
正
尚
供
給
去
な
ゐ
語
dq

る
だ
け
の
時
が
問
酌
さ
れ
る
か
ら
、

一
商
品
の
諸
々
の
数
量
の

規
則
的
産
出
や
誘
起
す
る
た
め
に
要
求
せ
ら
る
〉

(
賞
質
支
梯

。
信
表
す
)
債
格
表

(
z
a
a
1
2と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で

E

常
供
給
表
は
、
勿
論
、
幾
何
率
的
じ
は
曲
線
(
供
給
曲
線
)
に
よ

っ
て
、
代
敢
闘
牢
的
に
は
函
数
(
供
給
函
数
)
に
よ
っ
て
示
さ
れ
う

る。
於
議
吾
々
は
、
正
常
供
給
表
と
卒
均
生
産
費
曲
線
(
叉
は
函

数
)
及
び
限
界
生
産
費
曲
線
(
又
は
函
数
)

と
の
関
係
を
決
定
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
三
十
一
巻

二
九
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第
二
披

一=一六

私
経
済
の
下
で
は
、
任
意
商
品
の
一
定
量
は
、
宣
位
営
り
の

債
格
は
、
平
均
生
産
費
以
下
で
は
決
し
て
由
貿
り
に
出
さ
る
冶
こ

と
は
な
い
だ
ら
う
、
こ
と
は
容
易
に
分
る
。
だ
か
ら
し
て
、
任

意
商
口
聞
に
封
し
て
任
意
の
生
産
量
の
限
界
生
産
費
が
平
均
生
産

費
以
下
で
あ
る
時
は
、
供
給
債
格
は
、
限
界
生
産
費
に
等
し
か

ら
守
し
て
、
平
均
生
産
費
に
等
し
い
。
行
か
ら
若
し
五
口
々
が
、

限
界
生
産
費
曲
線
と
平
均
生
産
費
曲
線
と
砂
引
く
な
ら
ば
、
供

給
曲
線
は
、
平
均
生
産
費
曲
線
が
限
界
生
底
究
曲
線
の
上
方
じ

横
は
る
と
こ
ろ
で
、
卒
均
生
産
費
曲
線
k
一
致
す
る
詑
ら
う
。

平
均
・
限
界
ニ
曲
線
の
中
何
れ
か
一
方
が
其
長
さ
を
遁
じ
て
消

極
的
に
傾
く
な
ら
ば
、
他
の
曲
線
も
亦
、
第
一
項
(
橡
備
概
念
〉

に
於
て
一
不
さ
れ
た
ご
と
く
、
消
桜
的
に
傾
く
に
相
違
な
い
。
そ

し
て
平
均
生
産
費
曲
線
は
何
庭
で
で
も
限
界
生
産
費
曲
線
よ
り

も
高
き
に
位
す
る
に
相
違
な
い
。
だ
か
ら
、
此
の
揚
合
ー
ー
に

え
ざ
る
生
産
費
遁
減
の
揚
合
l
ー
に
在
り
で
は
、
供
給
曲
線
は
、

始
め
か
ら
終
ま
で
、
卒
均
生
産
費
曲
線
と
一
致
す
る
。
生
産
費

不
費
の
下
で
は
平
均
・
限
界
雨
曲
線
は
同
一
を
示
す
。
従
っ
て
供

給
曲
棋
は
、
右
雨
曲
線
と
一
致
す
る
。



厨

需
要
憤
格
と
の
関
係
と
生
産
の
理
想

満

足
一
1
國
民

間

の
富
の
不
　牛
等
々
々
は
度
外
視
さ
れ
る
か
ら
ー
ー
を
最
大
限

ニ
ル
ナ
ウ
ト
プ
ッ
ト

ま
で
高
め
る
た
め
に
は
、
無

産

出

に
よ
っ
て
満
足
が
最
大

限
ま
で
高
め
ら
れ
る
特
殊
の
場
合
を
除
い
て
は
、
需
要
慣
格
を

限
界
生
産
費
に
等
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
の
、
即
ち
需
要
曲
線

と
限
界
生
産
費
曲
線

と
が
交
叉
す
る
瓢
に
照
慮
す
る
と
こ
ろ
の

産
出
量
が
生
塵
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

し
か
し
、
上
述
よ
り
、
需
要
曲
線
が
、

a
輩
位
の
産
出
に
關

も
て
、
限
界
生
産
費
曲
線
を
切
り
、
而
も
、

a
軍
位
の
清
費
に

基
く
縮
艦
満
足

(貨
幣
で
測
定
し
た
)
が
、

a
輩
位
の
生
産
に
基

く
縛
饅
生
産
費

(貨
幣
で
測
定
し
た
る
)
よ
り
も
小
で
あ
る
事
情

が
考

へ
ら
れ
る
か
ら
、
無
産
出
の
場
合
に
射
し
て
除
外
例

が
な

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
場
合
無
産
出
は
、
肚
會
的
に
は
、

a
輩

位
の
産
出
に
勝

る
。
凡
て
の
他
の
場
合
は
、
満
足
は
、
需
要
曲

線
と
限
界
生
産
費
曲
線
と
の
交
叉
に
照
慮
す
る

一
産
出
に
よ
っ

て
最
大
限
ま
で
高
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

し

か
し
な
が
ら
、
生
産
は
、
需
要
曲
線

が
供
給
曲
線
と
交
叉

す
る
黒
ま
で
持
っ
て
ゆ
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
生
塵
費
不
攣
の

雑

録

事
情

に
在

り

て
は
一
1

こ
こ
で
は
供
給

曲
線

は

、
㈲

に
示
さ

れ

た
病.}
と

く
、
限

界
生
産
費

曲
線
に

「
致
す
る

か
ら
ー
ー

そ

れ
は

正
し

い
鮎
で
あ

ら
う

。
し
か

し
生

産
費
逓

減

の
暢
合

に
在
り

て

は
一

」

そ
こ
で
は
供
給

曲
線

は
不

均
生
産
費

曲
線

と

}
致

す
る

か
ら
ー
ー

そ

れ
は

正
し

い
貼

で
は
な

い
だ
ら

う
。
国
家

が
奨
働

金
其

他
の
方

法

に
於

て
干
渉

す
る
に

あ
ら
ざ

れ
ば

、
生
産

は
肚

會
的

に
望

ま
し

い
よ
り
も

す

つ
と
少

く
齎
さ

れ

る
で
あ

ら
う
。

、
噌L

一'

q
ノ

'
ヨ
ー
イ
ー
巨
、

獣
洲
諸
国

の
建
築
工
業
に
於
け
る
失
業

の
季
節
的
彊
動
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